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（資料１）収 支 計 画 

本ビジョンの実施施策を着実に進め、上下水道事業を将来にわたって安定的に運営していくため、必

要な費用や投資額、その財源などを含む今後 10 年間の収支計画を作成します。 

なお、各実施施策については、毎年度の予算編成の中で、事業の内容等を検討していくこととします。 

 

 

 

(1) 水道料金収入 

料金収入は収益的収入の約 8 割を占め、事業運営の根幹をなすものです。 

今後、計画期間内を含め、人口の減少などによる水需要の低下によって、料金収入は減少傾向で推移

するものと見込んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 水 道 事 業 

《 有収水量等 》 

 

《 水道料金収入額 》 （単位：百万円）

平成
30年度
(2018)

令和
2年度
(2020)

令和
3年度
(2021)

令和
4年度
(2022)

令和
5年度
(2023)

令和
6年度
(2024)

令和
7年度
(2025)

令和
8年度
(2026)

令和
9年度
(2027)

令和
10年度
(2028)

令和
11年度
(2029)

※1. 税抜額

※2. 分水料金は除く

2,381 2,364 2,353

204

3,457 3,442 3,424 3,418 3,392 3,375

202206

5 5 5

815

2,394

826 819

2,383

832 828

家 事 用

決 算
見 込

2,440

858

公 共 用 223 220 218

業 務 用 853 849 845 843 836

2,436 2,428 2,419 2,417 2,403

そ の 他 5 5 5 5 5 5 5

216 213 211 208228

5

合  計 3,531 3,517 3,502 3,487 3,481

令和
元年度
(2019)

推 計
ﾍﾞｰｽ値

2,445

860

226

5

3,536

区 分

区 分

年 度

（単位：千㎥）

平成
30年度
(2018)

令和
2年度
(2020)

令和
3年度
(2021)

令和
4年度
(2022)

令和
5年度
(2023)

令和
6年度
(2024)

令和
7年度
(2025)

令和
8年度
(2026)

令和
9年度
(2027)

令和
10年度
(2028)

令和
11年度
(2029)

10,942 10,971 10,927 10,893 10,853 10,843 10,779 10,739 10,692 10,680 10,604 10,557

2,879 2,885 2,863 2,849 2,835 2,828 2,807 2,792 2,778 2,772 2,750 2,736

619 614 606 600 593 588 580 574 567 562 554 547

18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18

※1. 分水量は除く

※2. 令和2（2020）年度以降の有収率は、目標値

家事用

業務用

公共用

その他

14,458

15,958 15,991

14,488

①年間総給水量

令和
元年度
(2019)

推 計
ﾍﾞｰｽ値

決 算
見 込

14,03214,299

15,765 15,741 15,638 15,554 15,479

14,277 14,184 14,123 14,055

15,892 15,832

14,414 14,360 13,926 13,858

90.8% 90.8%90.6% 90.7% 90.7% 90.8% 90.8% 90.8%
有収率

（②÷①）
90.6% 90.7% 90.7% 90.7%

15,454 15,337 15,262

②有収水量

区 分

年 度
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(2) 投 資 

これまでは、計画的に老朽管の更新などを実施してきました。今後はこれらに加え、災害対策として、

避難所や医療機関などに水道水を供給する重要管路について、更に耐震性の高い管へ更新を行い、令和

11（2029）年度までに約 80km の整備を行い、耐震適合率 90.0%を目指します。 

浄水場等については、稲田浄水場の機械設備などの老朽化施設を更新するとともに、中島配水場など

の耐震補強工事を行います。 

 

 

 《 主な投資計画 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度

項目

事業費

整備延長

事業費

整備延長

事業費

事業費

※. 税込額

事業内容

事業内容

1,320m 2,130m 1,320m 860m 880m

6,010m 6,580m 7,510m

耐震補強工事

86.4% 86.9%

配管等更新
工事実施設計

導水管複層化等
工事

別府配水池

稲田浄水場

中島配水場

帯広の森
減圧弁室

その他

配水管の移設・更新

（配水管整備事業）

老朽管の更新

（管路近代化事業）

稲田浄水場

中島配水場

85.8%

6,530m 6,530m

設備更新工事
実施設計

電気・機械
設備更新工事

387172237172

610615

耐震補強
実施設計

耐震補強工事

設備更新工事
実施設計

電気・機械
設備更新工事

自動残留塩素
計測装置設置

機械設備
更新工事

機械設備
更新工事

令和２年度
(2020)

令和３年度
(2021)

令和４年度
(2022)

令和５年度
(2023)

令和６年度
(2024)

802647569

施
設
改
修
事
業

施
設
耐
震
化
等
事
業

2717610344239

181261300178

耐震診断 耐震補強
実施設計

耐震補強工事

水道管路の耐震適合率

（単位：百万円）

346

84.4% 85.1%

12,548m 11,976m

82.8% 83.9%

618

平成30年度
(2018)
決算見込

令和元年度
(2019)

推計ベース値

166 345

2,075m 1,393m

873 971

819

電気・機械
設備更新工事

電気・機械
設備更新工事

水運用施設
改造工事等
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《 主な投資計画 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度

項目

事業費

整備延長

事業費

整備延長

事業費

事業費

※. 税込額

7,310m 7,360m 7,180m 7,480m 7,420m

（単位：百万円）

事業内容

事業内容

470m670m 480m 710m 870m 9,710m

69,910m

別府配水池

稲田浄水場

87.5% 88.2% 88.8% 89.4% 90.0%

電気・機械
設備更新工事

配水管の移設・更新

（配水管整備事業）

老朽管の更新

（管路近代化事業）

中島配水場

帯広の森
減圧弁室

その他

遮断弁等
更新工事

遮断弁等
更新工事

153156

施
設
改
修
事
業

施
設
耐
震
化
等
事
業

稲田浄水場

中島配水場

11294

電気・機械
設備更新工事

１０か年　合計
(2020～2029)

令和１１年度
(2029)

令和１０年度
(2028)

令和７年度
(2025)

令和８年度
(2026)

令和９年度
(2027)

1,076

1,32176

 取水埋渠更新
調査設計

取水埋渠更新
工事

水道管路の耐震適合率

2,03264131128114281

6,944803743751763641
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(3) 収支見通し（概算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：百万円）

年 度　

　項 目

3,531 3,536 3,517 3,502 3,487 3,481 3,457 3,442 3,424 3,418 3,392 3,375

223 224 227 225 224 225 227 225 214 203 193 180

414 422 408 410 412 409 412 417 420 417 419 407

　計 4,168 4,182 4,152 4,137 4,123 4,115 4,096 4,084 4,058 4,038 4,004 3,962

956 952 705 704 703 703 702 524 523 523 522 521

1,508 1,550 1,640 1,655 1,699 1,701 1,761 1,762 1,788 1,802 1,799 1,796

284 269 247 228 211 197 184 176 168 161 154 147

824 925 929 954 967 967 969 972 992 1,003 1,012 1,013

　計 3,572 3,696 3,521 3,541 3,580 3,568 3,616 3,434 3,471 3,489 3,487 3,477

596 486 631 596 543 547 480 650 587 549 517 485

1,014 1,399 576 687 695 675 795 758 516 466 471 530

0 0 0 4 75 61 10 10 10 10 10 10

50 197 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

　計 1,064 1,596 606 721 800 766 835 798 556 506 511 570

2,038 2,651 1,577 1,832 1,850 1,919 2,056 1,884 1,510 1,424 1,507 1,570

997 1,027 1,053 1,063 1,062 1,071 1,039 1,025 988 961 941 928

0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

　計 3,035 3,679 2,631 2,896 2,913 2,991 3,096 2,910 2,499 2,386 2,449 2,499

1,971 2,083 2,025 2,175 2,113 2,225 2,261 2,112 1,943 1,880 1,938 1,929

2,025 2,004 2,176 2,183 2,176 2,188 2,191 2,347 2,287 2,266 2,249 2,232

1,931 1,852 2,003 2,011 2,074 2,037 1,967 2,202 2,546 2,932 3,243 3,546

17,081 17,452 16,975 16,599 16,232 15,837 15,592 15,326 14,854 14,359 13,890 13,492

※. 収益的収支は税抜額、資本的収支は税込額

企業債残高
(平成29年度末 17,064)

その他支出

その他支出

企業債

補助金

その他収入

建設改良費

資本的収支不足額

補てん財源

累積資金残高
(平成29年度末 1,877)

平成
30年度

(2018)

決算見込

令和
元年度
(2019)

推計ベース値

令和
2年度
(2020)

令和
3年度
(2021)

令和
4年度
(2022)

令和
5年度
(2023)

令和
6年度
(2024)

令和
7年度
(2025)

令和
11年度

(2029)

令和
9年度
(2027)

令和
10年度

(2028)

令和
8年度
(2026)

収益的
収入

収益的
支出

当年度純損益

資本的
収入

資本的
支出

水道料金

長期前受金戻入

その他収入

受水費

減価償却費等

企業債利息等

償還金
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【図表1】企業債残高・当年度純利益・累積資金残高の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○純利益     毎年度 5～6 億円程度で推移する見込み。 

 

○企業債残高   毎年度減少傾向で推移する見込み。 

 

○累積資金残高  令和 6（2024）年度までは 20 億円程度で推移。 

         令和 7（2025）年度以降は増加傾向となり、令和 11（2029）年度末時点では 

約 35 億円となる見込み。 

 

  

（左目盛） （右目盛） （右目盛） 

（百万円） （百万円） 
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(1) 下水道使用料収入 

使用料収入は収益的収入の約 5 割を占め、事業運営の根幹をなすものです。 

今後、計画期間内を含め、水道料金と同様に、処理水量の減少によって、使用料収入も減少傾向で推

移するものと見込んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 下 水 道 事 業 

《 有収水量等 》 

《 下水道使用料収入額 》 

（単位：千㎥）

平成
30年度
(2018)

令和
2年度
(2020)

令和
3年度
(2021)

令和
4年度
(2022)

令和
5年度
(2023)

令和
6年度
(2024)

令和
7年度
(2025)

令和
8年度
(2026)

令和
9年度
(2027)

令和
10年度
(2028)

令和
11年度
(2029)

11,525 11,553 11,507 11,471 11,429 11,418 11,351 11,309 11,259 11,247 11,167 11,117

4,276 4,180 4,143 4,118 4,092 4,078 4,041 4,015 3,990 3,975 3,938 3,913

678 678 678 678 678 678 678 678 678 678 678 678

15,70816,070 16,002 15,927 15,900 15,783有収水量 16,328 16,267 16,199

決 算
見 込

家事用

令和
元年度
(2019)

16,174

業務用

浴場用

推 計
ﾍﾞｰｽ値

16,41116,479

区 分

年 度

（単位：百万円）

平成
30年度
(2018)

令和
2年度
(2020)

令和
3年度
(2021)

令和
4年度
(2022)

令和
5年度
(2023)

令和
6年度
(2024)

令和
7年度
(2025)

令和
8年度
(2026)

令和
9年度
(2027)

令和
10年度
(2028)

令和
11年度
(2029)

※. 税抜額

家 事 用

業 務 用

浴 場 用

1,7091,769 1,763 1,757 1,755 1,745 1,738 1,730 1,729 1,716

831880 875 869 866 858 853 848 844 837

1414 14 14 14 14 14 14 14 14

合 計 2,605 2,592 2,587 2,567 2,5542,663 2,652 2,640 2,635 2,617

令和
元年度
(2019)

決 算
見 込

推 計
ﾍﾞｰｽ値

1,772

912

14

2,698

1,776

888

14

2,678

区 分

区 分

年 度
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(2) 投 資 

下水道の未普及地区を解消するため、汚水管の整備を進め、令和 11（2029）年度までに約 4ha の

整備を行い、汚水整備率 99.2%を目指します。また、浸水シミュレーションの結果に基づき、緊急性の

高い地域において優先的に雨水管を整備し、令和 11（2029）年度までに約 123ha の整備を行い、雨

水整備率 76.3%を目指します。これらに加え、老朽化した管渠の長寿命化更新事業を実施します。 

処理場については、帯広川下水終末処理場の老朽化施設を更新するとともに、汚水処理施設の統合に

向けて、電気・機械設備の更新や管渠の布設工事などを行います。 

 

《 主な投資計画 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度

項目

事業費

整備面積

事業費

整備面積

事業費

整備延長

事業費

事業費

※. 税込額

更新工事
実施設計

最終沈殿池
更新工事

更新工事
実施設計

設備更新工事
実施設計

設備更新工事
実施設計

基本調査

154 45

354 406

10.8ha 8.6ha

71.4% 71.7%

123 142

539m 775m

（単位：百万円）

令和２年度
(2020)

令和３年度
(2021)

令和４年度
(2022)

令和５年度
(2023)

令和６年度
(2024)

平成30年度
(2018)
決算見込

令和元年度
(2019)

推計ベース値

（未普及解消事業） 1.5ha 1.4ha 0.0ha 0.5ha 0.5ha

汚水管の整備 76 51 128 43 6679 167

汚水整備率 99.1% 99.2% 99.2% 99.2% 99.2%

0.8ha 3.0ha

99.0% 99.1%

414 419 454 313 317

雨水整備率 72.2% 73.0% 73.4% 73.8% 74.2%

（浸水対策事業） 13.4ha 21.5ha 10.9ha 10.9ha 10.9ha

雨水管の整備

（管渠長寿命化更新事業） 300m 340m 340m 500m 500m

老朽管の更新 72 58 171 225 227

汚
水
処
理
統
合
事
業

66 604 807 859 347

終末処理場

事業内容

屋外配管等
更新工事

滅菌・沈殿池
更新工事

滅菌池
更新工事

更新工事
実施設計

着水井
更新工事

更新工事
実施設計等

雨天時処理施設
外構工事

基本設計 実施設計 圧送管布設工事 接続管布設
工事等

設備更新工事
実施設計等

設備更新工事
実施設計

沈殿池
電気・機械設備

更新工事

自家発電設備等
更新工事

滅菌池
電気・機械設備

更新工事

自家発電設備
更新工事

着水井
電気・機械設備

更新工事

管渠

基本設計 実施設計 汚水分配施設
新設工事等

施
設
改
修
事
業

事業内容終末処理場
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《 主な投資計画 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度

項目

事業費

整備面積

事業費

整備面積

事業費

整備延長

事業費

事業費

※. 税込額

設備更新工事
実施設計

終末処理場

滞水池・沈砂池
電気・機械設備

更新工事

滞水池
電気・機械設備

更新工事

受変電設備
更新工事

沈砂池
電気設備
更新工事

最初沈殿池
防食更新工事

198 360 190 405 1,153

施
設
改
修
事
業

事業内容

最初沈殿池
屋根更新工事

沈砂池
防食更新工事

最初沈殿池
防食更新工事

設備更新工事
実施設計等

滞水池機械
設備更新工事

管渠

接続管布設
工事等

滞水池電気
設備更新工事

最初沈殿池機械
設備更新工事

500m 4,480m

3,087

終末処理場

事業内容

汚
水
処
理
統
合
事
業

404

1,793

（管渠長寿命化更新事業） 500m 500m

老朽管の更新 160 157 169 270 284

500m 500m

雨水整備率 74.6% 75.0% 75.4% 75.8% 76.3%

10.9ha 10.9ha 12.1ha 123.3ha

3,616

（浸水対策事業） 10.9ha 10.9ha

雨水管の整備 321 324 328 342 384

汚水整備率 99.2% 99.2% 99.2% 99.2% 99.2%

0.0ha 0.0ha 0.0ha 4.4ha

1,002

（未普及解消事業） 0.0ha 0.5ha

汚水管の整備 82 102 106 171 177

令和７年度
(2025)

令和８年度
(2026)

令和９年度
(2027)

令和１０年度
(2028)

令和１１年度
(2029)

１０か年　合計
(2020～2029)

（単位：百万円）
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(3) 収支見通し（概算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※収益的収支は税抜額、資本的収支は税込額 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：百万円）

年 度　

　項 目

2,698 2,678 2,663 2,652 2,640 2,635 2,617 2,605 2,592 2,587 2,567 2,554

1,105 1,083 1,078 1,063 1,073 1,087 1,089 1,097 1,088 1,049 1,020 1,013

1,057 1,078 1,110 1,128 1,154 1,165 1,150 1,133 1,075 1,043 990 956

　計 4,860 4,839 4,851 4,843 4,867 4,887 4,856 4,835 4,755 4,679 4,577 4,523

2,367 2,353 2,354 2,333 2,365 2,388 2,396 2,414 2,402 2,337 2,291 2,274

478 429 378 332 289 251 219 194 174 157 141 128

1,376 1,489 1,582 1,544 1,553 1,560 1,585 1,610 1,580 1,582 1,593 1,618

　計 4,221 4,271 4,314 4,209 4,207 4,199 4,200 4,218 4,156 4,076 4,025 4,020

639 568 537 634 660 688 656 617 599 603 552 503

731 680 547 565 571 449 394 427 392 418 372 485

(389) (369) (265) (315) (363) (292) (253) (304) (297) (357) (339) (452)

205 182 211 505 673 628 367 368 253 344 330 462

205 202 202 204 202 189 195 203 209 212 200 193

　計 1,141 1,064 960 1,274 1,446 1,266 956 998 854 974 902 1,140

824 913 775 1,267 1,710 1,593 1,111 1,122 942 1,125 1,137 1,414

2,179 2,121 2,076 2,015 1,934 1,787 1,622 1,523 1,398 1,308 1,177 1,143

1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2

　計 3,004 3,036 2,852 3,283 3,645 3,381 2,735 2,646 2,341 2,434 2,315 2,559

1,863 1,972 1,892 2,009 2,199 2,115 1,779 1,648 1,487 1,460 1,413 1,419

1,972 1,918 1,876 1,984 2,044 2,081 2,032 2,003 1,974 1,959 1,893 1,847

998 944 928 903 748 714 967 1,322 1,809 2,308 2,788 3,216

23,377 21,962 20,455 19,022 17,673 16,345 15,125 14,035 13,034 12,148 11,347 10,692

※. 収益的収支は税抜額、資本的収支は税込額

償還金

その他支出

令和
6年度
(2024)

企業債

(うち、建設企業債)

補助金

その他収入

建設改良費

令和
3年度
(2021)

令和
4年度
(2022)

令和
5年度
(2023)

資本的収支不足額

補てん財源

累積資金残高
（平成29年度末 889）

収益的
収入

収益的
支出

当年度純損益

資本的
収入

資本的
支出

企業債残高
(平成29年度末 24,796)

下水道使用料

長期前受金戻入

その他収入

減価償却費等

企業債利息等

その他支出

令和
7年度
(2025)

令和
8年度
(2026)

令和
9年度
(2027)

令和
10年度

(2028)

平成
30年度

(2018)

決算見込

令和
元年度
(2019)

推計ベース値

令和
2年度
(2020)

令和
11年度

(2029)
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【図表3】企業債残高・当年度純利益・累積資金残高の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○純利益     毎年度 5～7 億円程度で推移する見込み。 

 

○企業債残高   昭和 61（1986）年度頃の集中的な施設整備に伴い借入れた企業債の償還が終了す 

ることにより、毎年度大幅に減少し、計画期間中で 110 億円程度減少する見込み。 

 

○累積資金残高  令和 5（2023）年度までは 7～9 億円程度で推移。 

         令和 6（2024）年度以降は増加傾向となり、令和 11（2029）年度末時点では 

約 32 億円となる見込み。 

 

 

 

  

（左目盛） （右目盛） （右目盛） 

（百万円） （百万円） 
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(１) 簡易水道料金収入 

料金収入は収益的収入の約 7 割を占め、事業運営の根幹をなすものです。 

今後、料金収入は計画期間内を含め、人口の減少に伴い、家事用は減少傾向で推移するものの、業務

用、営農用については水需要の減少傾向が見られないことから、横ばいで推移するものと見込んでいま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 簡 易 水 道 事 業 

《 有収水量等 》 

《 簡易水道料金収入額 》 

（単位：千㎥）

平成
30年度
(2018)

令和
2年度
(2020)

令和
3年度
(2021)

令和
4年度
(2022)

令和
5年度
(2023)

令和
6年度
(2024)

令和
7年度
(2025)

令和
8年度
(2026)

令和
9年度
(2027)

令和
10年度
(2028)

令和
11年度
(2029)

141 142 141 141 141 141 140 140 139 139 138 137

18 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

268 271 299 300 301 303 303 303 303 304 303 303

令和
元年度
(2019)

決 算
見　込

推 計
ﾍﾞｰｽ値

①年間総給水量 534 538 571 572

469 467 466

571 570

②有収水量 436 439 466 467 468 470

573 575 575 573 572 573

家事用

業務用

公共用

営農用

有収率
（②÷①）

469 469 468

81.8%81.7% 81.7% 81.8% 81.8% 81.8% 81.8%81.7% 81.7% 81.7% 81.7% 81.7%

区 分

年 度

区 分

年 度

（単位：百万円）

平成
30年度
(2018)

令和
2年度
(2020)

令和
3年度
(2021)

令和
4年度
(2022)

令和
5年度
(2023)

令和
6年度
(2024)

令和
7年度
(2025)

令和
8年度
(2026)

令和
9年度
(2027)

令和
10年度
(2028)

令和
11年度
(2029)

※. 税抜額

家 事 用 36 39 39 39 39

令和
元年度
(2019)

決 算
見 込

推 計
ﾍﾞｰｽ値

3839 39 39 39 39 38

5 5 5 55

3 2

5

公 共 用 4 3 3 2 2 22 2 2 2

業 務 用 6 5 5 5 5 5

営 農 用 75 75 83 83 84

130 129 129130 130 130

8484 84 84 84 84 84

130 130 130合  計 121 122 130

区 分

区 分

年 度
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(２) 投 資 

川西浄水場については、豪雨時の原水濁度の上昇を解消するため、十勝中部広域水道企業団からの受

水への変更に向けて、送水管の布設工事を行います。 

その他の浄水場等については、岩内浄水場の電気設備などの老朽化施設を更新するとともに、川西配

水池などの耐震補強工事を行います。 

 

 

《 主な投資計画 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度

項目

事業費

整備延長

事業費

事業費

事業費

※. 税込額

送水管
布設工事

送水管
布設工事

送水管
布設工事

送水管
布設工事

調査設計

大正配水池
耐震診断

耐震補強設計
耐震補強工事

川西配水池

減圧弁室 更新工事 更新工事

大正地区

耐震診断
耐震補強設計

耐震補強工事 耐震補強工事 耐震補強工事

岩内地区

岩内浄水場
岩内配水池
設備更新
実施設計

岩内浄水場
電気設備
更新工事

岩内配水池
流入弁等更新

岩内浄水場
設備更新
実施設計

岩内浄水場
機械設備
更新工事

川西浄水場
重油・軽油ﾀﾝｸ

更新工事

拓成ﾎﾟﾝﾌﾟ場
非常用発電機

更新工事

明星橋添架管
復旧工事

川西地区

受
水
切
替

事
業

調査設計 調査設計

川西地区 事業内容

施
設
改
修
事
業

事業内容

9 102

令和２年度
(2020)

令和３年度
(2021)

令和４年度
(2022)

令和５年度
(2023)

令和６年度
(2024)

（単位：百万円）

平成30年度
(2018)
決算見込

令和元年度
(2019)

推計ベース値

79

拓成ﾎﾟﾝﾌﾟ場
電気設備
更新工事

川西配水池
ﾎﾟﾛｼﾘﾎﾟﾝﾌﾟ場

設備更新
実施設計

調査設計 調査設計

大正分水施設
大正配水池
設備更新
実施設計

施
設
耐
震
化
等

事
業

事業内容

30 30 11 115 85

31 70 80 45 40

4

更新工事 更新工事

大正配水池
非常用発電機

新設工事

124 48

40 43

（配水管整備事業） 32m

配水管の移設・更新
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《 主な投資計画 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度

項目

事業費

整備延長

事業費

事業費

事業費

※. 税込額

328

ﾎﾟﾛｼﾘﾎﾟﾝﾌﾟ場
電気設備
更新工事

拓成ﾎﾟﾝﾌﾟ場
電気設備

更新実施設計

拓成ﾎﾟﾝﾌﾟ場
電気設備
更新工事

調査設計 調査設計 調査設計

送水管
布設工事

送水管
布設工事

送水管
布設工事

送水管
布設工事

送水管
布設工事

調査設計 調査設計

事業内容

大正配水池
耐震補強工事

大正配水池
流入弁等
更新工事

大正配水池
設備等更新
実施設計

37

大正分水施設
電気設備
更新工事

大正配水池
電気設備
更新工事

川西配水池
流出弁等
更新工事

ﾎﾟﾛｼﾘﾎﾟﾝﾌﾟ場
電気設備
更新工事

ﾎﾟﾛｼﾘ電気設備
更新実施設計

令和７年度
(2025)

令和８年度
(2026)

令和９年度
(2027)

令和１０年度
(2028)

令和１１年度
(2029)

１０か年 合計

(2020～2029)

（単位：百万円）

55

大正地区

減圧弁室

事業内容

165 169 208 209 1,168

131 3 28 8 441

施
設
改
修
事
業

川西地区

事業内容

岩内地区

25

受
水
切
替

事
業 川西地区

耐震補強工事

施
設
耐
震
化
等

事
業

川西配水池

配水管の移設・更新

（配水管整備事業）
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(3) 収支見通し（概算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

法非適用 法適用

年 度　

　項 目

簡易水道料金 121 122 130 130 130 130 130 130 130 130 129 129

長期前受金戻入 0 0 146 96 65 23 15 29 15 15 15 14

その他収入 1 0 12 17 10 10 11 39 38 33 39 35

　計 122 122 288 243 205 163 156 198 183 178 183 178

受水費 17 18 14 14 14 14 14 11 11 11 11 11

減価償却費等 0 0 233 154 114 59 57 82 69 72 72 72

企業債利息等 10 10 9 9 10 11 12 12 13 14 14 15

その他支出 38 40 98 102 84 84 103 124 111 97 99 85

　計 65 68 354 279 222 168 186 229 204 194 196 183

57 54 △ 66 △ 36 △ 17 △ 5 △ 30 △ 31 △ 21 △ 16 △ 13 △ 5

企業債 34 59 70 202 215 208 203 211 205 197 216 209

その他収入 9 2 17 20 21 23 25 29 33 42 49 56

　計 43 61 87 222 236 231 228 240 238 239 265 265

建設改良費 43 62 82 225 238 229 225 234 229 221 239 235

償還金 27 30 33 37 40 43 46 54 62 77 90 102

　計 70 92 115 262 278 272 271 288 291 298 329 337

27 31 28 40 42 41 43 48 53 59 64 72

28 40 52 50 31 41 53 59 64 72

0 0 10 19 7 0 0 0 0 0

590 619 656 820 995 1,161 1,318 1,475 1,618 1,738 1,863 1,970

※. 収益的収支は税抜額、資本的収支は税込額

企業債残高
(平成29年度末 583)

累積資金残高

収益的
支出

当年度純損益

資本的
収入

資本的
支出

資本的収支不足額

補てん財源

令和
10年度

(2028)

令和
11年度

(2029)

収益的

収入

平成
30年度

(2018)

決算見込

令和
元年度
(2019)

推計ベース値

令和
2年度
(2020)

（単位：百万円）

令和
7年度
(2025)

令和
3年度
(2021)

令和
4年度
(2022)

令和
5年度
(2023)

令和
6年度
(2024)

令和
8年度
(2026)

令和
9年度
(2027)
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【図表2】企業債残高・当年度純利益・累積資金残高の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○純利益     毎年度 1～7 千万円程度の純損失となる見込み。 

 

○企業債残高   老朽化などによる施設の更新などを実施し、その財源として、企業債を活用するた 

め、毎年度増加傾向で推移する見込み。 

 

○累積資金残高  簡易水道事業については収支不足額を一般会計から繰り入れるため、残高は概ね 

0 円となる見込み。 

 

 

 

 

 

  

（百万円） （百万円） 

※1 令和２（2020）年度から公営企業会計へ移行予定。 

（左目盛） （右目盛） （右目盛） 
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(１) 農村下水道使用料収入 

使用料収入は収益的収入の約 3 割となっています。 

今後、計画期間内を含め、人口の減少は進むものの、合併処理浄化槽の設置による処理水量の増加に

伴い、使用料収入は上昇傾向で推移するものと見込んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 農 村 下 水 道 事 業 

《 有収水量等 》 

《 農村下水道使用料収入額 》 

（単位：千㎥）

平成
30年度
(2018)

令和
2年度
(2020)

令和
3年度
(2021)

令和
4年度
(2022)

令和
5年度
(2023)

令和
6年度
(2024)

令和
7年度
(2025)

令和
8年度
(2026)

令和
9年度
(2027)

令和
10年度
(2028)

令和
11年度
(2029)

165 170 172 174 176 178 179 181 183 184 186 187

※.　農業集落排水事業と個別排水処理事業の合計値

家事用

174 176 178 179 181 183有収水量 165 170 172 184 186 187

令和
元年度
(2019)

決 算
見 込

推 計
ﾍﾞｰｽ値区 分

年 度

区 分

年 度

区 分

年 度

（単位：百万円）

平成
30年度
(2018)

令和
2年度
(2020)

令和
3年度
(2021)

令和
4年度
(2022)

令和
5年度
(2023)

令和
6年度
(2024)

令和
7年度
(2025)

令和
8年度
(2026)

令和
9年度
(2027)

令和
10年度
(2028)

令和
11年度
(2029)

※1.　税抜額

※2.　農業集落排水事業と個別排水処理事業の合計値

合 計 25 25 26 26 26 2827 27 27 27 28 28

27 27 27 28 28家 事 用 25 25 26 26 26

令和
元年度
(2019)

決 算
見 込

推 計
ﾍﾞｰｽ値

2827

区 分

区 分

年 度区 分
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(2) 投 資 

これまでは、合併処理浄化槽の設置を実施してきました。今後はこれに加え、清川下水処理場の機能

診断調査を行い、機械設備などの老朽化施設を更新します。 

 

 

《 主な投資計画 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度

項目

事業費

設置基数

事業費

事業内容

※. 税込額

2 57

18基 18基 18基 18基

令和２年度
(2020)

令和３年度
(2021)

令和４年度
(2022)

令和５年度
(2023)

令和６年度
(2024)

（単位：百万円）

平成30年度
(2018)
決算見込

令和元年度
(2019)

推計ベース値

（個別排水処理施設整備事業）

合併処理浄化槽の設置 52 52 52 52 52

18基

54 50

18基 18基

機能診断調査 設備更新工事
実施設計等

水処理施設
機械・計測設備

更新工事等

清川下水処理場等

施
設
改
修
事
業

年度

項目

事業費

設置基数

事業費

事業内容

180基18基 18基 18基 18基 18基

520

59

52 52 52 52 52合併処理浄化槽の設置

（個別排水処理施設整備事業）

１０か年　合計
(2020～2029)

令和７年度
(2025)

令和８年度
(2026)

令和９年度
(2027)

令和１０年度
(2028)

令和１１年度
(2029)

（単位：百万円）

施
設
改
修
事
業

清川下水処理場等
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(3) 収支見通し（概算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

法非適用 法適用

年 度　

　項 目

下水道使用料 25 25 26 26 26 27 27 27 27 28 28 28

長期前受金戻入 0 0 15 11 12 12 12 14 14 14 14 13

その他収入 32 32 62 53 54 54 54 57 60 60 63 64

　計 57 57 103 90 92 93 93 98 101 102 105 105

減価償却費等 0 0 52 47 48 50 53 57 59 61 61 59

企業債利息等 11 11 11 10 10 10 9 9 9 8 8 7

その他支出 39 41 65 56 58 59 60 62 64 66 69 71

　計 50 52 128 113 116 119 122 128 132 135 138 137

7 5 △ 25 △ 23 △ 24 △ 26 △ 29 △ 30 △ 31 △ 33 △ 33 △ 32

企業債 41 40 37 37 37 38 65 37 37 37 37 37

補助金 0 0 0 0 0 1 28 0 0 0 0 0

その他収入 37 40 42 44 47 49 52 54 56 58 61 59

　計 78 80 79 81 84 88 145 91 93 95 98 96

建設改良費 57 54 60 60 60 63 118 61 61 62 62 62

償還金 30 34 35 37 40 42 45 47 50 51 54 52

　計 87 88 95 97 100 105 163 108 111 113 116 114

9 8 16 16 16 17 18 17 18 18 18 18

16 16 16 17 18 17 18 18 18 18

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

731 737 739 739 736 732 752 742 729 714 697 682

※. 収益的収支は税抜額、資本的収支は税込額

収益的

収入

企業債残高
(平成29年度末 720)

累積資金残高

収益的

支出

当年度純損益

資本的

収入

資本的

支出

資本的収支不足額

補てん財源

平成
30年度

(2018)

決算見込

令和
元年度
(2019)

推計ベース値

令和
2年度
(2020)

令和
3年度
(2021)

令和
4年度
(2022)

令和
5年度
(2023)

令和
6年度
(2024)

令和
7年度
(2025)

令和
8年度
(2026)

令和
9年度
(2027)

令和
10年度

(2028)

令和
11年度

(2029)

（単位：百万円）
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【図表4】企業債残高・当年度純利益・累積資金残高の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○純利益     毎年度 2～3 千万円程度の純損失となる見込み。 

 

○企業債残高   老朽化などによる施設の更新や市民要望により設置する合併処理浄化槽の設置など 

を実施し、その財源として、企業債を活用するため、毎年度一定程度で推移する見 

込み。 

 

○累積資金残高  農村下水道事業については収支不足額を一般会計から繰り入れるため、残高は 0 円 

となる見込み。 

 

  

（百万円） （百万円） 

※1 令和２（2020）年度から公営企業会計へ移行予定。 

（左目盛） （右目盛） （右目盛） 
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本ビジョンの計画期間は、令和 2（2020）年度から令和 11（2029）年度までの 10 年間であり長

期にわたります。 

本ビジョンの推進にあたっては、ＰＬＡＮ（対策の策定）、ＤＯ（実施・実行）、ＣＨＥＣＫ（検証・

点検）、ＡＣＴＩＯＮ（改善・見直し）のＰＤＣＡサイクルを活用し、毎年度、目標や施策の実施状況を

検証・点検するとともに、帯広市公営企業経営審議会などの意見をいただきながら、実施手法の改善や

見直しなどに反映させてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

フ ォ ロ ー ア ッ プ 


